
十
六
　
内
水
面
増
殖
に
関
す
る
研

究
　

�
ア
ユ

ア
ユ
の
資
源
増
殖
へ
の
取
り
組
み
は
、
大
正
二~

一
一
年
に
、
人
工
孵
化
放
流
が
那
賀
川
、
加
茂
谷
を

孵
化
場
と
し
て
始
ま
っ
た
。
大
正
元
年
の
全
国
産
量

は
約
三
○
○
○
ト
ン
で
岐
阜
、
滋
賀
、
徳
島
の
順
に

多
く
、
漁
法
は
、
友
が
け
、
な
ぐ
り
、
瀬
張
り
、
や

な
、
追
瀬
張
、
金
尻
網
等
で
あ
っ
た
。
昭
和
四~

九

年
の
蕃
殖
試
験
で
は
、
吉
野
川
第
十
樋
門
下
に
旧
吉

野
川
、
今
切
川
か
ら
遡
上
し
た
稚
ア
ユ
を
各
河
川
に

放
流
し
、
鮎
喰
川
で
の
再
捕
率
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
高
く
放
流
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
年
に

は
、
勝
浦
川
及
び
吉
野
川
の
産
卵
場
か
ら
降
下
し
た

天
然
孵
化
稚
ア
ユ
の
分
布
が
調
査
が
行
わ
れ
た
。
昭

和
一 

二~

三
一
年
の
湖
産
ア
ユ
の
放
流
効
果
調
査

で
は
、
吉
野
川
上
流
の
祖
谷
川
本
流
、
松
尾
川
、
穴

吹
川
、
祖
谷
川
に
一~

五
万
万
尾
を
放
流
し
、
採
捕

率
が
高
く
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
二
、
二
三

年
に
は
、
稚
ア
ユ
遡
河
助
成
と
し
て
吉
野
川
第
十
樋

門
で
二
万
尾
が
放
流
さ
れ
た
。
昭
和
二
五~

三
八
年

に
は
、
河
川
工
作
物
対
策
と
し
て
、
河
川
産
稚
ア
ユ

の
採
捕
放
流
が
行
わ
れ
、
那
賀
川
で
採
捕
し
た
一
六

~

一
九
〇
万
尾
が
県
下
に
放
流
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭

和
二
七~

三
二
年
に
は
、
海
産
稚
ア
ユ
採
捕
放
流
が

行
わ
れ
、
ス
ズ
網
、
地
曳
網
に
よ
っ
て
採
捕
さ
れ
た

海
産
稚
ア
ユ
が
毎
年
一
二~

一
三
八
万
尾
放
流
さ
れ

た
。
昭
和
四
九~

五
四
年
に
は
、
人
工
種
苗
生
産
技

術
の
進
展
に
伴
い
、
人
工
種
苗
に
よ
る
放
流
効
果
調

査
と
し
て
、
松
尾
川
へ
人
工
種
苗
を
放
流
し
、
放
流

後
の
分
散
、
移
動
等
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
採
捕
率

は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
成
長
も
良
好
で
人
工

種
苗
が
放
流
魚
と
し
て
充
分
使
用
可
能
で
あ
る
結
論

を
得
た
。

昭
和
九~

一
二
年
に
は
、
簡
易
浮
魚
梯
試
験
が
行

わ
れ
、
稚
ア
ユ
の
遡
上
限
界
は
体
長
三~

七
セ
ン
チ

で
毎
秒
一~

二･

五
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
た
。
昭
和

四
一
年
の
人
工
産
卵
場
の
調
査
で
は
、
造
成
適
期
は

産
卵
盛
期
の
一
○
月
上
旬
頃
、
場
所
は
天
然
産
卵
場

近
傍
、
規
模
は
幅
三
〇~

五
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
七

〇~

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
五~

三
〇
セ
ン
チ

が
適
当
と
さ
れ
た
。

遡
上
稚
ア
ユ
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
昭
和
二
五

年
の
那
賀
川
の
遡
上
ア
ユ
調
査
で
は
、
各
魚
群
の
体

長
組
成
の
相
違
を
調
べ
た
結
果
、
三
月
下
旬
七~

八

セ
ン
チ
、
四
月
下
旬
五~

七
セ
ン
チ
、
五
月
上
旬
は

不
揃
い
な
群
と
な
っ
た
。
昭
和
二
八~

三
二
年
の
海

産
稚
ア
ユ
の
調
査
で
は
、
二
月
上
旬
頃
の
水
温
一
〇

度
か
ら
河
川
遡
上
が
始
ま
り
、
二
月
下
旬
、
六･

五

セ
ン
チ
の
一
番
ア
ユ
、
三
月
上
・
中
旬
、
六~

八
セ

ン
チ
の
二
番
ア
ユ
、
三
月
下
旬~

四
月
上
旬
、
六~

八
セ
ン
チ
の
三
番
ア
ユ
、
四
月
中
、
四~

七
セ
ン
チ

の
四
番
ア
ユ
の
大
体
四
群
に
分
け
ら
れ
た
。
昭
和
三

三~

三
五
年
に
は
、
那
賀
川
及
び
吉
野
川
で
ア
ユ
の

遡
上
と
環
境
要
因
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
、
採

捕
良
好
年
の
条
件
は
、
水
温
一
二~

十
五
度
、
四~

六
月
に
降
水
が
あ
り
、
六~

七
セ
ン
チ
の
魚
体
が
同

時
に
出
現
す
る
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
月
上

旬
ま
で
の
採
捕
数
に
よ
り
採
捕
量
の
推
定
が
可
能
で

あ
っ
た
。
吉
野
川
で
は
、
第
十
樋
門
魚
道
で
遡
上
状

況
調
査
を
行
い
、
遡
上
量
四
七
五
千
尾
で
、
五
月
上

旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
一
二~

一
六
時
が
多
く
、
夜

間
は
殆
ど
遡
上
が
な
く
、
三
月
下
旬
が
大
型
、
四
月

以
降
小
型
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
一
、
五
二
年
に
は
、

台
風
に
よ
る
濁
り
の
影
響
調
査
と
し
て
、
遡
上
調
査

が
行
わ
れ
、
吉
野
川
は
不
漁
、
那
賀
川
で
は
皆
無
で

あ
っ
た
が
、
海
部
川
は
良
好
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
二

年
に
は
、
吉
野
川
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
っ
て

い
る
ア
ユ
遡
上
監
視
記
録
の
四
八~

五
二
年
の
五
ヶ

年
間
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

ア
ユ
資
源
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
平
成
二
年
以

降
、
吉
野
川
の
ア
ユ
資
源
の
保
護
と
有
効
利
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成
三~

六
年
に
か
け
て
、
人
工
産
ア
ユ
種
苗
の
標
識
放
流
試

験
に
よ
る
移
動
分
散
や
成
長
を
中
心
に
、
水
質
環
境

や
漁
獲
量
及
び
漁
場
に
お
け
る
釣
り
人
の
動
向
調
査

の
他
、
遡
上
稚
ア
ユ
の
体
長
測
定
、
孵
化
日
の
推
定
、

鱗
に
よ
る
識
別
等
を
行
い
、
放
流
尾
数
、
人
工
産
、

湖
産
割
合
等
の
放
流
状
況
、
成
長
速
度
、
個
体
間
格

差
、
分
散
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
平
成
七
年
か
ら
は

ア
ユ
稚
仔
の
遡
上
及
び
流
下
の
実
態
調
査
を
中
心
に

調
査
さ
れ
、
平
成
一
○
年
か
ら
は
、
各
種
ア
ユ
の
漁

獲
実
態
、
稚
ア
ユ
の
遡
上
実
態
調
査
等
を
行
い
、
毎

漁
期
の
ア
ユ
の
資
源
動
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
漁

期
初
期
の
海
産
ア
ユ
の
資
源
尾
数
等
を
検
討
し
た
。

ア
ユ
の
生
息
環
境
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
昭
和

四
一
年
の
那
賀
川
で
の
餌
料
生
物
調
査
で
は
、
ダ
ム

等
に
よ
っ
て
白
濁
水
と
な
っ
た
影
響
で
、
石
礫
付
着

藻
類
、
水
生
昆
虫
等
は
ダ
ム
工
事
区
下
流
域
で
激
減

し
、
非
活
性
浮
遊
物
が
多
か
っ
た
。
吉
野
川
で
は
早

明
浦
、
池
田
ダ
ム
計
画
の
工
事
前
調
査
を
行
い
、
石

礫
付
着
藻
類
量
は
早
瀬
、
瀬
、
渕
の
順
と
な
り
、
渕

に
は
非
活
性
浮
遊
物
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
珪

藻
が
少
量
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
七
年

に
は
、
早
明
浦
ダ
ム
放
水
塔
取
水
口
の
関
係
で
、
吉

野
川
へ
の
濁
り
が
長
期
化
さ
れ
る
懸
念
か
ら
、
ア
ユ

漁
場
へ
の
影
響
に
対
す
る
調
査
と
し
て
、
石
礫
付
着

物
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
を
調
査
し
た
結
果
、
藻
類
は

少
な
く
泥
の
沈
積
が
目
立
っ
た
。
昭
和
四
九
年
に

は
、
落
ち
ア
ユ
が
発
電
用
取
水
口
に
吸
い
込
ま
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
光
に
対
す
る
忌
避
試
験
が

行
わ
れ
、
赤
色
を
忌
避
す
る
傾
向
が
強
く
、
光
力
は

二
〇
〇
ル
ッ
ク
ス
以
上
が
必
要
と
み
ら
れ
た
。
昭
和

▼アユ孵化仔魚
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五
一
、
五
二
年
の
那
賀
川
の
濁
り
と
ア
ユ
漁
業
影
響

調
査
で
は
、
成
育
状
況
、
石
礫
付
着
藻
類
、
着
卵
状

況
を
調
査
し
た
結
果
、
ダ
ム
に
よ
る
濁
り
の
長
期
化

の
影
響
が
窺
わ
れ
た
。
昭
和
五
二
年
に
は
、
吉
野
川

の
ア
ユ
網
漁
具
の
操
業
に
支
障
を
来
し
て
い
る
ウ
キ

シ
オ
グ
サ
繁
殖
調
査
が
行
わ
れ
、
六
月
上
旬
に
濃
密

な
群
落
形
成
が
み
ら
れ
、
底
質
が
砂
礫
地
帯
で
流
速

が
毎
秒
二
〇
セ
ン
チ
、
水
深
五
セ
ン
チ
以
上
の
場
所

が
繁
殖
池
で
あ
っ
た
。
平
成
四
年
に
は
、
河
川
に
お

け
る
ア
ユ
餌
料
と
し
て
の
付
着
藻
類
の
現
存
量
を
比

較
す
る
た
め
、
タ
イ
ル
を
用
い
た
河
川
の
付
着
藻
類

の
採
集
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

平
成
四~
六
年
に
、
ア
ユ
陸
封
化
の
可
能
性
を
検

討
す
る
た
め
、
那
賀
川
水
系
の
ア
ユ
の
陸
封
調
査
を

行
っ
た
。
川
口
、
長
安
口
両
ダ
ム
湖
の
環
境
及
び
シ

ラ
ス
ア
ユ
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
那
賀
川
水
系
の

い
ず
れ
の
ダ
ム
湖
と
も
陸
封
化
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
長
安
口
ダ
ム
は
水
温
、
栄
養
塩
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
等
調
査
か
ら
陸
封
化
の
適
正
条
件
の
範
疇
に
含

ま
れ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

�
ウ
ナ
ギ

ウ
ナ
ギ
の
生
態
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
昭
和
四

五~

四
九
年
に
、
降
下
ウ
ナ
ギ
の
生
態
等
に
関
す
る

基
礎
調
査
が
行
わ
れ
た
。
吉
野
川
河
口
域
で
、
七
月

中
旬
頃
に
卵
巣
が
成
熟
過
程
に
あ
る
大
型
個
体
の
漁

獲
が
み
ら
れ
、
海
面
で
は
、
九
月
中
旬~

三
月
の
間

に
、
播
磨
灘
沿
岸
か
ら
県
南
部
沖
合
で
産
卵
年
齢
に

達
し
た
大
型
魚
が
採
捕
さ
れ
、
産
卵
群
の
移
動
回
遊

と
推
定
さ
れ
た
。
昭
和
四
八~

五
一
年
に
は
、
養
鰻

業
の
普
及
発
展
に
伴
い
種
苗
の
需
用
が
増
大
し
て
い

る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
遡
上
生
態
調
査
が
行
わ
れ
た
。

遡
上
時
期
は
一
○~

五
月
で
、
夏
季
の
七~

八
月
に

も
確
認
さ
れ
、
全
長
は
三
月
上
旬
が
最
大
で
五
月
下

旬
に
最
小
を
示
し
た
。
場
所
別
に
み
る
と
旧
吉
野
川

河
口
、
那
賀
川
河
口
域
、
日
和
佐
川
河
口
域
の
順
に

早
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
芸
東
分
支
流
と
の
関
係
が
推

察
さ
れ
た
。
平
成
一
一
年
か
ら
は
、
減
少
し
て
い
る

ウ
ナ
ギ
資
源
の
保
護
対
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
目
的
で
、
吉
野
川
で
、
筒
及
び
延
縄
に
よ
る
漁
獲

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
、
体
長
、
体
重
、
雌
雄
、
年

齢
等
の
生
物
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
ウ
ナ
ギ
に
関
す
る
調
査
研
究
と
し
て
、
昭

和
四
九
年
に
、
三
菱
水
島
重
油
流
出
事
故
に
伴
う
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
へ
の
影
響
調
査
が
行
わ
れ
、
事
故
発
生

の
四
九
年
一
二
月
は
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
遡
上
時
期

に
当
た
る
た
め
、
重
油
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
が
、

実
験
の
結
果
、
斃
死
は
み
ら
れ
ず
活
動
性
に
も
異
常

が
な
く
、
流
出
重
油
の
影
響
は
極
め
て
少
な
か
っ
た

と
推
察
さ
れ
た
。

�
ニ
ジ
マ
ス

昭
和
七~

一
三
年
に
か
け
て
、
ニ
ジ
マ
ス
の
孵
化

放
流
が
行
わ
れ
た
。
発
眼
卵
を
青
森
県
か
ら
毎
年
三

~

一
〇
万
粒
を
購
入
し
、
江
川
孵
化
場
で
孵
化
さ
せ
、

三~

五
セ
ン
チ
と
し
て
か
ら
宍
喰
・
貞
光
・
那
賀
の

各
河
川
に
放
流
し
た
。
昭
和
二
八~

三
○
年
の
ニ
ジ

マ
ス
孵
化
放
流
で
は
、
滋
賀
・
長
野
・
兵
庫
の
各
県

か
ら
発
眼
卵
一
五
万
粒
を
購
入
し
、
那
賀
・
吉
野
・

勝
浦
の
各
河
川
の
現
地
で
孵
化
さ
せ
、
六
九
○
○
○

尾
を
放
流
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
七~

四
五
年
に
は
、

昭
和
三
一
年
に
設
立
し
た
小
歩
危
養
鱒
場
で
長
野
・

新
潟
の
各
県
等
か
ら
発
眼
卵
二
○
万
粒
を
購
入
孵
化

さ
せ
、
三~
五
セ
ン
チ
に
成
長
さ
せ
て
か
ら
各
河
川

に
放
流
し
た
が
、
放
流
効
果
は
顕
著
で
な
か
っ
た
。

�
そ
の
他

河
川
で
の
魚
族
増
殖
、
ダ
ム
湖
の
有
効
利
用
を
目

的
と
し
て
古
く
か
ら
移
植
放
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。

昭
和
三
、
四
年
に
ワ
カ
サ
ギ
の
移
殖
試
験
と
し
て
、

茨
城
県
霞
ヶ
浦
か
ら
卵
三
六
〇
万
粒
を
購
入
し
、
旧

吉
野
川
、
今
切
川
で
孵
化
放
流
し
、
漁
獲
に
至
っ
て

い
る
。
昭
和
七~

一
三
年
に
は
、
カ
ワ
マ
ス
孵
化
放

流
と
し
て
、
発
眼
卵
を
山
形
・
栃
木
の
各
県
か
ら
毎

年
四~

一
〇
万
粒
を
購
入
し
て
江
川
孵
化
場
で
孵
化

さ
せ
た
が
、
高
水
温
、
濁
り
、
出
水
等
が
あ
っ
て
成

功
し
な
か
っ
た
。
昭
和
一
三
年
に
は
稚
コ
イ
放
流
事

業
と
し
て
、
奈
良
県
か
ら
種
苗
を
購
入
し
吉
野
川
水

域
に
放
流
さ
れ
た
。
昭
和
二
五
、
二
七
年
に
は
、
ウ

グ
イ
の
卵
輸
送
移
殖
試
験
が
行
わ
れ
、
長
野
県
千
曲

川
産
の
卵
を
、
吉
野
川
、
那
賀
川
等
系
に
卵
放
流
し

た
。
昭
和
四
三~

四
六
年
に
は
、
ヒ
メ
マ
ス
卵
孵
化

試
験
が
行
わ
れ
、
日
光
中
善
寺
湖
産
種
卵
二
万
粒
を

導
入
し
、
春
ノ
木
尾
ダ
ム
へ
一
五
○
○
○
尾
を
放
流

し
た
。
ヒ
メ
マ
ス
の
導
入
は
四
国
と
し
て
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
五
年
に
、
ア
マ
ゴ
の
河

川
放
流
試
験
が
藤
川
谷
、
茶
園
谷
で
行
わ
れ
、
河
床

形
態
、
餌
料
生
物
等
の
河
川
概
況
の
把
握
を
行
っ

た
。

（
廣
澤 

晃
）

ウナギ耳石の輪紋 （４歳魚）

アマゴ稚魚放流


